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行動データの計算論モデリング：
統計モデリングとの関係および注意点

神経科学や心理学において行動データの計算論モデリングがよく行われるように
なっている。計算論モデリングとは，行動の背後にある計算過程を表現する数理
モデルをデータにフィッティングする枠組みである。本講演では，強化学習モデ
ルを用いた計算論モデリングと伝統的な統計モデリングの関係について検討した
研究を紹介する。モデルの誤設定により解釈が歪められる例も紹介しながら，モ
デルの数理的性質の理解の重要性について議論する。


